
安曇野市議会だより第２号 AZUMINO CITY ASSEMBLY NEWS  2006.5.15（15）

�
�
�

�
�
�

社
会
教
育
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
な
か
で
各
種
団
体
の
皆
さ

ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
子
供
達

の
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
社
会

教
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る

今
後
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ま
た
体
育
協
会
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
。

（
市
長
）
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
が
子
供
た
ち
の
健
全

な
育
成
の
た
め
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
子
供
達
が
健
や
か
に
育
つ
な

か
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
い
う

こ
と
は
大
変
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

よ
う
な
流
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
健
康
増
進
に
も
大
い
に
役

立
つ
と
考
え
ま
す
。
真
剣
に
取

り
組
み
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
次
長
）
新
年
度
社

会
教
育
課
内
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
い
う
よ
う
な
係
も
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
体
育
協

会
関
連
も
18
年
度
予
算
前
年
度

並
み
計
上
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

基
本
的
に
は
体
協
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

（
総
合
ス
ポ
ー
ツ

講
演
構
想
）
に
つ
い
て

構
想
の
一
つ
と
し
て
市

営
の
球
場
（
安
曇
野
ス
タ

ジ
ア
ム
）
を
企
画
計
画
し
て
は

ど
う
か
。
安
曇
野
市
内
に
は
正

式
な
球
場
が
な
い
。
た
ま
た
ま

明
科
押
野
山
に
高
速
道
路
（
長

野
道
）
の
建
設
の
折
り
土
取
り

場
あ
と
地
（
市
所
有
地
）
が
あ

る
。有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

（
市
長
）「
野
球
場
の
提
案

に
つ
い
て
地
区
内
に
野
球

場
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
思

い
も
あ
る
。
体
育
施
設
あ
る
い

は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
球
場
等
要

望
多
分
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

市
と
し
て
の
方
向
も
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。
提
言
い
た

だ
い
た
押
野
地
籍
で
す
が
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
認
識
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
。

（
教
育
次
長
）
ス
ポ
ー
ツ

公
園
構
想
は
検
討
し
て
い

く
べ
き
事
項
だ
と
思
っ
て
い

る
。
旧
明
科
町
に
お
い
て
取
得

し
て
あ
る
土
取
場
は
８
・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
る
。
球
場
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
長
申

し
ま
し
た
と
お
り
こ
れ
か
ら
の

検
討
課
題
と
い
う
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。

道
路
整
備
事
業
と
河
川
水
路

改
修
整
備
事
業
に
つ
い
て

県
道
明
科
穂
高
線
の
道

巾
が
狭
く
歩
道
も
な
い
市

の
東
の
玄
関
口
で
も
あ
り
主
要

東
西
線
で
あ
る
。
測
量
設
計
等

は
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
常
盤

橋
か
ら
安
曇
橋
の
区
間
平

成
12
年
地
元
説
明
会
が
行
わ

れ
、
測
量
設
計
等
の
了
解
を
得

て
い
た
が
、
県
の
財
政
状
況
と

公
共
事
業
費
削
減
の
た
め
、
道

路
に
つ
い
て
は
先
き
お
く
り
、

常
盤
橋
に
つ
い
て
は
既
に
45
年

を
経
過
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、巾
員
５
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、

早
期
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
、

県
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
北
穂

高
地
区
河
川
水
路
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
県
と
十
分
に

協
議
し
て
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

市
営
球
場（
安
曇
野
市
ス
タ
ジ
ア
ム
）
建
設
の
提
案
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市
総
合
庁
舎
の

早
期
建
設
を
求
め
る

安
曇
野
市
が
誕
生
し
て

五
カ
月
が
経
過
し
た
。

議
会
、
市
長
部
局
・
教
育
委

員
会
等
の
本
庁
機
能
は
、
元
南

安
自
治
会
館
・
県
南
安
合
同
庁

舎
一
部
借
用
・
各
総
合
支
所
に

分
散
（
分
庁
方
式
）
を
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

行
政
の
組
織
に
は
、
縦
の
命

令
系
統
・
横
の
連
絡
が
あ
る

が
、
そ
の
行
政
組
織
の
確
立
や

要
求
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
性
か
ら

見
て
、
行
政
運
営
上
不
都
合
と

非
効
率
を
招
い
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
市
民
か
ら
「
各
部
に

関
わ
る
専
門
的
問
題
が
支
所
で

は
解
決
が
で
き
ず
不
都
合
で
あ

る
」
と
の
声
を
多
く
聞
く
。

八
百
兆
円
に
も
上
回
る
国
の

借
金
の
結
果
、
三
位
一
体
の
財

政
改
革
・
地
方
へ
の
財
源
委

譲
・
地
方
交
付
税
や
各
種
補
助

金
の
削
減
が
想
定
さ
れ
る
不
透

明
の
状
況
下
、
人
件
費
削
減
を

す
る
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
一

体
感
を
図
る
た
め
に
も
市
総
合

庁
舎
の
早
期
建
設
は
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
市
総
合
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
は
安
曇
野
地

域
合
併
協
議
会
で
大
き
な
課
題

と
し
て
協
議
が
さ
れ
た
経
過
が

あ
る
。

分
庁
方
式
で
ス
タ
ー
ト
は
し

た
が
、
今
日
地
方
自
治
体
改

革
・
行
財
政
の
効
率
化
は
極
め

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
折
か

ら
定
員
や
人
件
費
等
の
総
枠
の

見
直
し
の
命
題
も
あ
る
。
庁
舎

建
設
は
早
期
に
目
処
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

市
民
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
、
規
模
・
場
所
・
内
容

等
を
詰
め
て
建
設
構
想
を
立
て

た
い
。
同
時
に
本
庁
舎
の
み
な

ら
ず
、
老
朽
化
・
狭
隘
化
等
が

進
ん
で
い
る
支
所
に
つ
い
て

も
、
今
後
の
利
用
も
含
め
総
合

的
に
検
討
を
し
た
い
。
四
年
間

の
間
に
市
民
合
意
が
で
き
、
建

設
・
竣
工
で
き
れ
ば
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
ま

で
い
か
な
く
て
も
道
筋
・
実
施

の
計
画
は
、
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。

市
と
区
の
関
係
に
つ
い
て

区
へ
の
市
民
参
加
を
求
め

市
行
政
の
対
応
を
伺
う

市
民
の
社
会
生
活
環
境

は
、
核
家
族
化
が
進
み
高

齢
者
家
庭
が
増
え
て
い
る
一

方
、
個
人
権
利
の
主
張
を
唱
え

て
、
区
に
参
加
さ
れ
な
い
方
が

大
変
多
く
見
ら
れ
る
。

今
後
の
社
会
情
勢
・
経
済
の

動
向
・
地
方
行
政
の
お
か
れ
た

状
況
を
踏
ま
え
る
な
か
、
市
民

の
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
に

は
、
な
に
よ
り
市
民
と
市
民
が

協
力
し
合
う
住
民
協
働
が
、

益
々
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
が
区
・
自
治
会
に
参
加

を
義
務
づ
け
る
条
例
の
制
定
、

も
し
く
は
参
加
宣
言
に
よ
り
区

へ
の
市
民
参
加
を
求
め
る
た
め

の
意
思
を
示
す
考
え
は
な
い

か
。（

助
役
）
条
例
制
定
は
憲

法
上
、
大
変
難
し
い
課
題

で
あ
る
。

従
っ
て
参
加
さ
れ
な
い
方
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
、

市
と
し
て
も
一
生
懸
命
努
力
を

し
て
行
く
。

行
政
改
革
に
伴
う
総
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
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安
曇
野
市
総
合
計
画
の

進
め
方
に
つ
い
て
。
ま
た
、

市
憲
章
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

等
の
決
定
は
い
つ
頃
か
。

（
市
長
）
こ
れ
か
ら
安
曇

野
市
発
展
の
基
と
し
て
、

次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
や

市
民
、
民
間
の
皆
様
方
の
ご
意

見
ご
意
向
と
い
う
も
の
を
し
っ

か
り
入
れ
な
が
ら
、
安
曇
野
の

将
来
が
、
合
併
の
目
標
で
あ
る

安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
環
境
・

景
観
を
守
り
な
が
ら
、
暮
ら
し

や
す
さ
と
産
業
発
展
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
田
園
都
市
に
な
る

よ
う
に
、
総
合
計
画
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
市
の
憲
章
と
か

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
市
花
、

市
木
を
今
後
世
論
ま
た
議
論
を

高
め
る
中
、
本
当
に
将
来
に
向

け
て
ず
っ
と
こ
れ
が
我
々
の
心

の
支
え
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

創
造
文
化
都
市
の

提
案
に
つ
い
て

文
化
に
よ
る
都
市
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
創
造
的

仕
事
に
携
わ
る
人
材
の
力
で
市

民
の
創
造
性
を
引
き
出
し
、
環

境
と
教
育
と
い
っ
た
問
題
を
解

決
し
て
い
く
文
化
都
市
の
提
案

に
つ
い
て
。

（
市
長
）
第
一
次
産
業
か

ら
第
三
次
産
業
ま
で
い
ろ

ん
な
形
で
連
携
し
て
の
安
曇
野

づ
く
り
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
。地

産
地
消
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
各
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
新
し
い
安
曇
野
市
の
創

造
に
向
け
て
、
安
曇
野
市
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て

土
地
利
用
制
度
の
検
討

策
定
に
つ
い
て
具
体
的
に

は
ど
の
様
な
形
で
進
め
て
い
く

の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現
在
、

庁
内
の
関
係
職
員
に
よ

り
、
職
員
が
同
一
の
レ
ベ
ル
で

推
進
で
き
る
よ
う
に
情
報
収
集

や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

新
年
度
の
早
い
時
期
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
い
。
構
成

は
、
自
治
会
の
代
表
、
各
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
、
公
募

委
員
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

観
光
に
よ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

し
ゃ
く
な
げ
荘
改
築
計

画
に
つ
い
て
、
市
観
光
行

政
の
構
築
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
り
、
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

（
市
長
）
一
定
の
ご
理
解

を
頂
く
中
で
、
進
め
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
実
施

方
針
の
内
容
を
よ
く
検
討

し
、
論
議
を
深
め
、
今
後
の
方

針
を
定
め
て
い
き
た
い
。

大
天
荘
に
つ
い
て
、
建

物
自
体
が
か
な
り
老
朽
化

し
つ
つ
あ
る
が
、
ト
イ
レ
等
の

改
修
の
今
後
の
方
針
は
。

（
市
長
）
老
朽
化
も
進
ん

で
い
る
が
、
逐
次
少
し
ず

つ
予
算
を
振
り
当
て
必
要
な
改

修
を
し
て
い
る
。
今
後
、
議
会

の
皆
様
方
の
ご
提
案
等
ま
た
は

市
民
の
要
望
を
い
た
だ
く
な

か
、
決
め
て
行
く
べ
き
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

市
施
設
改
築
の

優
先
順
位
に
つ
い
て

保
育
園
の
改
築
計
画
な

ど
施
設
の
優
先
順
位
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
当
面

は
３
ヵ
年
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
18
年
度
に
は
堀
金
保
育

園
の
用
地
取
得
を
計
画
し
て
い

る
。
併
せ
て
有
明
保
育
園
の
改

築
に
つ
い
て
は
先
日
、
建
設
整

備
検
討
委
員
会
か
ら
２
園
化
が

望
ま
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
慎
重
に
検
討

を
加
え
た
上
で
実
施
し
た
い
。

安
曇
野
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
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平
成
14
年
に
公
表
さ
れ

た
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線

に
よ
る
想
定
地
震
で
は
、
震
度

７
の
地
震
に
よ
り
、
建
物
、
人

的
に
甚
大
な
被
害
が
及
ぶ
と
さ

れ
、
想
定
で
は
安
曇
野
市
全
体

で
死
者
263
人
、避
難
者
３
万
１，

５
１
０
人
と
い
う
数
値
が
示
さ

れ
た
。
そ
こ
で
防
災
対
策
、
危

機
管
理
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要

課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
市

長
に
防
災
対
策
、
危
機
管
理
に

関
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
聞
き

た
い
。

（
市
長
）
災
害
発
生
を
未

然
に
防
い
で
被
害
を
さ
ら

に
軽
減
し
て
い
く
た
め
に
、
防

災
に
関
す
る
計
画
と
そ
の
策
定

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
大
変
大

き
な
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
行
政
の
責
務
と
い
う
も
の

は
本
来
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
常
に
防

災
に
つ
い
て
も
そ
の
時
そ
の
時

で
最
善
を
尽
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
と
思
う
。

災
害
用
備
蓄
品
の
現
在

の
保
管
状
況
及
び
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
現
在
、
米

類
、
め
ん
類
、
乾
パ
ン
類

で
約
１
万
２，
０
０
０
食
あ
る
。

毛
布
類
が
１，
１
２
０
枚
、
飲

料
水
用
袋
が
５，
５
０
０
枚
、

肌
着
が
300
セ
ッ
ト
、
発
電
機
及

び
投
光
機
が
９
台
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
200
個
、ほ
か
に
は
救
急
箱
、

担
架
、
紙
お
む
つ
、
排
水
ポ
ン

プ
、
増
水
機
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

な
ど
が
あ
る
。

安
曇
野
市
地
域
防
災
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
計

画
概
要
に
つ
い
て
。

（
総
務
部
長
）
新
年
度
に

は
、
安
曇
野
市
防
災
会
議

を
立
ち
上
げ
、
18
年
度
内
に
安

曇
野
市
地
域
防
災
計
画
を
作
成

し
て
い
く
予
定
。

現
在
の
自
主
防
災
組
織

の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
２
月
末
現

在
で
83
行
政
区
中
40
の
行

政
区
に
お
い
て
組
織
化
を
し
て

お
り
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
は
職
員
が
支
援
を
し
、

組
織
化
を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
安

全
に
避
難
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
は
、
要
援
護

者
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
関

係
上
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。（

総
務
部
長
）
個
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
る
方
法
を

考
え
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組

織
の
方
々
か
ら
の
助
け
合
い
が

な
け
れ
ば
要
援
護
者
の
皆
さ
ん

の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

６
つ
の
庁
舎
に
分
散
を

し
て
い
る
安
曇
野
市
の
現

況
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
対
応
策
を
再
度

市
長
に
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
組
織
上
、
防
災

と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
も

の
を
危
機
管
理
室
長
を
置
い
て

独
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
こ
を
中
心
に
今
後
の
防

災
対
策
、
危
機
管
理
の
体
制
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
積
み
重
ね
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
安
曇
野
市
10
万
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る

上
か
ら
も
防
災
対
策
の
強
化
と

危
機
管
理
意
識
の
啓
発
へ
の
取

組
を
要
望
す
る
。

防
災
対
策
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

宮
　
下
　
明
　
博

議
員
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